
はじめに1
　私はナント（Nantes）で生まれ育っ

た．ナントは，フランスの西部に位置

し，そんなに大きい都市ではないが，

文化活動や交通の便の良さなどで，フ

ランスで最も住み心地が良い町とし

て，しばしば選ばれている．世界史の

授業で「ナントの勅令」を学習してい

る日本人にとって，ナントという名前

はよく知られていて驚いた（図1）．

　私は，エコール・ポリテクニークと

いう大学に入学したが，キャンパスは

広く，パリにも近いので，学生生活は

とても楽しかった（図2）．

　大学の最後の学年に，私は幸運にも，

留学する機会を得て，日本に来た．私

は今，機械物理工学専攻の修士 2 年

として学んでいる．

フランス留学はい
かがですか

　エコール・ポリテクニークには留学

生が 2 割いる．私は，大学時代に日

本語を学び始めたので，日本人留学生

に会いたかった．しかし，中国，ベト

ナム，韓国，インドネシアなど，他の

アジア地域からの留学生はいたが，日

本からの留学生は一人もいなかった．

理工系を専攻する日本の学生は，留学

先としてアメリカを選ぶ人が多いよう

であるが，フランス留学には，たくさ

んの良い面があると思う．

　フランス語に不安があるために，フ

ランス留学することにためらいがある

なら，英語の授業を取ることもできる．

留学中の空いた時間を利用して，フラ

ンスの文化を楽しむこともできる．と

くに料理やワインを好む人にとって，

フランスでは快適な時間を過ごせる

（図3）．フランスに留学する機会に，

他のヨーロッパ諸国をめぐることもで

きるし，アメリカとは異なる歴史・文

化を肌で感じることができる．

　また，フランスの大学には，海外で

はあまり知られていないが，すぐれた

教育の内容があると思う．最近は，日

本とフランスの大学の間でエクスチェ

ンジ・プログラムが増えてきている．

そのプログラムはさまざまなものがあ

り，期間も 1 カ月から用意されてい

る．あなたの大学にも，あるのではな

いだろうか．

図 1　�ナントの勅令を調印した Châ-
teau�des�ducs�de�Bretagne

486 日本機械学会誌　2009. 6　Vol. 112  No.1087

─�44�─

□□□□□□□□□□□
〜（株）□□□□□□□□□□□〜

フランスへいらっしゃい
Welcome to France

■�2004 年エコール・ポリテクニーク入学
■主として行っている研究
・インデンテーション法による薄膜の機械
的特徴評価

■通学先
東京工業大学　大学院理工学研究科　機
械物理工学専攻　修士課程 2年
（〒152-8552　東京都目黒区大岡山 2-12-1
／E-mail：prou.j.aa@m.titech.ac.jp）

プルー　ジョリス
Prou�Joris



　フランスの大学の多くは公立であ

り，学費は安くて，年間は 100～

700 ユーロ（1 万 3 千～9 万円）で

あるうえに，奨学金をもらう可能性も

ある．円高の機会に，フランス留学を

考えてみてはいかがだろうか．

フランスの複雑な
高等教育の紹介

　フランスの理工系の大学には，二つ

の 種 類 が あ り， 総 合 大 学

（Universités） と グ ラ ン ゼ コ ー ル

（Grandes Écoles）と呼ばれている．

　Université というのは日本の大学

と一番近いイメージである．1999

年のボロニア宣言から， 欧州連合の国

では，学業の期間が決まっている（学

部は 3 年で，修士 2 年，博士 3 年）．

そのような大学に入るために，日本人

が不安に思う入学試験はなく， 大学側

の受け入れ人数と高校の成績で入学を

許可される．

　 修 士 課 程 は 職 業 修 士（Master 

Professionel）と研究修士（Master 

Recherche）の二つの種類に分かれ

ている．職業修士というのは，講義や

プロジェクトや企業内研修などを含ん

でいるプログラムである．卒業後， 企

業へ進む人が多いようである．いっぽ

う，研究修士というのは，講義以外の

大部分の時間は研究に捧げる．そのよ

うな修士課程は研究者や教授になりた

い人に向いている．

　これに対して，グランゼコールの場

合には，高校卒業後すぐに入ることが

で き な い．2 年 間 の 準 備 コ ー ス

（Classes Préparatoires）を経て，

難しい試験を合格すれば，入学できる．

準備コースでは基礎的な数学，物理学，

工学，化学を集中的に学ぶ．勉強ばか

りで，日光をあまり見ないと言われて

いるので，学生は「モグラ」というあ

だ名をつけられている（図4）．

　グランゼコールの学業期間は一般に

3 年間であり，講義と演習を中心に，

チームプロジェクトとインターンシッ

プも重要な位置を占めている．学校に

よっては，専門や一般課程もある．グ

ランゼコールは，Université と逆に，

学生数が非常に少ない．エコール・ポ

リテクニークの学生数は多いほうだ

が，学年に 500 人にすぎない．卒業

した者は修士免状を持っているので，

博士課程の道がある．

大学生活の違い

　フランスの大学教育は，講義と演習

が中心である．一般的に講義に演習が

付き，一週間に五つぐらいの授業を受

け，内容をよく理解できるようなシス

テムになっている．

　研究は日本と異なり，多くの場合に

は研究や教職につく人に限られる．こ

のため，多くの学生は研究室生活がな

いので，学年を越えた交流があまりな

い．教員が 1 人につき 4 人以上の学

生を持たないことになっている．

　フランスでは，研究活動が何かよく

知られていない．そのため政府は，研

究者についての理解が十分ではなく，

理解できずにしばしば緊張関係を生み

だし，ストライキを引き起こす（スト

ライキはフランス文化の一部である

が，理由なしでは起きない）．フラン

スにおいて，研究活動の理解が進めば，

研究者はもっと重要な役割を果たせる

のではないかと考える．

　民間の研究所は日本よりもフランス

の方が少ない．たとえば企業の中で，

研究者の割合は日本の半分にすぎな

い．日本の学生の就職活動は早いが，

フランスでは，卒業直前にインターン

シップがあり，気に入ればその会社で

勤める．そうでない人は卒業時に就職

活動をする．

おわりに

　留学経験は人生を豊かにするものな

ので，私の経験が留学を迷うみなさん

の参考になれば幸いである．

図 2　エコール・ポリテクニークのキャンパス

図 3　私の大好きな鴨のコンフィ

図 4　準備コース学生のカリカチュア
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